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○ 駐車するときは、原則、前進で出発できるように後退で駐車（出船状態）する。

○ 斜め駐車、隣車との間隔を詰める駐車は事故の原因にもなる。枠の中心に駐車する。

○ バックモニターのみに頼らず、自分の目で周囲を確認する。

○ 同乗者がいる場合は同乗者に周囲を確認してもらう。

○ 乗り込む前に子供や障害物がないか車の周囲を確認する。

○ 正しい運転姿勢でペダルを踏む足の位置を確認

○ ゆとりを持った運転で、不意な状況でも冷静な対応

○ 駐車時など、低速走行するときは、クリープ現象を活用

○ ペダル踏み間違い時の加速抑制装置付きサポートカーへの乗り換えも検討

相生署管内では、物件事故の約３割

が道路以外の駐車場内等で発生！

○ 事故を起こせば、その場で110番通報等をして警察に届けてください。

○ 警察に届けることなく現場から立ち去れば、所謂「あて逃げ」「ひき逃げ」

として取り扱われ、道路交通法（危険防止措置義務・報告義務・救護義務）

違反として処罰される場合もあります。

②お先にどうぞ。 ①渡ります。

（横断歩道合図

（アイズ）運動）
★運転者はダイヤマークを見たら減速して、歩行者があれば、確実に停車できる準備をしてください。

★歩行者・運転者の双方が手を挙げるとともに、目でアイコンタクトなどを行って安全に横断してください。
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※ 上記の統計グラフは、相生警察署が調査したもの。

ＹｏｕＴｕｂｅ兵庫県警察公式チャンネル


